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要旨

はじめに
石狩低地は札幌市の北から石狩湾臨海域にまで広が

り，地形は扇状地と氾濫原・後背湿地に大きく区分され
る．扇状地は西方の山地に沿って認められ，南より札
幌扇状地（別名，豊平川扇状地），円山扇状地，琴似扇
状地，発寒扇状地および星置扇状地が発達する（下川，
1996）．氾濫原・後背湿地は札幌扇状地以北に広がり，
礫や砂，粘土からなる河川堆積物や泥炭などが分布する．

豊平川により形成された札幌扇状地は，扇状地面の
高さの違いにより平岸面（小山内ほか，1956）と札幌
面（藤木，1974）に区分され，平岸面は札幌市南区真
駒内付近の標高 80 ～ 90 m を扇頂とし，札幌面は同じ

く真駒内付近を扇頂とし，JR 札幌駅北側の標高 15 m
付近まで広がる．扇状地を形成する札幌扇状地堆積物
は砂や礫，粘土などからなり，小山内ほか（1956）は
同堆積物をほぼ同じ標高で広く分布する厚さ数 m の泥
炭層や泥炭質シルト層（山口ほか，1965）より上位の
砂礫層と定義している．札幌扇状地堆積物の地質年代
は，札幌市教育員会編（1989）は最終氷期から完新世
としている．大丸（1989）は更新世の扇状地礫層（平
岸面堆積物）の下位には約 41 ka 噴出の支笏軽石流堆
積物（許ほか，2001；以下，Spfl と称する）より古い扇
状地礫層が存在を指摘し，大丸（2003）は Spfl の下位
に連続性のよい埋没段丘面があり，本面は豊平川扇状地
を示すものの，詳細年代は不明としている．嵯峨山ほか
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＜論　説＞

札幌市中央区北 1 条西 2 丁目の SCH ボーリングにより，
主に札幌扇状地堆積物からなる長さ 54 m のコアが採取
された．深度53.45 mの泥炭質シルトの珪藻分析結果は，
低塩分の汽水域という堆積環境を示す．SCH ボーリン
グ，N8·1 ボーリング，北海道大学観測井（HU）および
地質研究所観測井（GSH）の地層対比から，札幌扇状地
堆積物の基底年代は MIS 5e で，同扇状地堆積物直下の
泥炭層は中部更新統と推定した．
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（2020）は JR 札幌駅北口の N8·1 ボーリングを検討し，
札幌扇状地堆積物の基底年代は MIS（Marine oxygen 
isotope）5e（130-117.3 ka：五十嵐，2009）またはそ
れ以前としている．

今回，検討した基礎調査用（以下，SCH）ボーリン
グは 2012 年上旬に札幌市中央区で掘削された．ボーリ
ングコアは主に砂礫からなる堆積物で，層序や堆積環境
の解明のために珪藻分析や周辺ボーリングとの対比を行
い，札幌扇状地堆積物の基底年代を改めて考察した．

ボーリング概要と孔内地質
SCH ボーリングの掘削位置は，札幌市中央区北 1 条

西 2 丁目で（北緯 43° 3′ 43.47″，東経 141° 21′ 12.6″；
第 1 図），地盤標高は 18.9 m である．支持基盤調査の
ために深度 54 m（標高－ 35.10 m）まで掘削され，堆
積物はオールコアで採取された． 

孔内地質は，最下部の深度 54 ～ 50.65 m は下位よ
り厚さ 0.2 m の砂質シルト，同じく 0.9 m の泥炭質シ
ルト，同じく 0.95 m の砂質シルト，同じく 1.30 m の
砂質シルトと礫混じり砂の互層からなる．その上位の
深 度 50.65 ～ 1.90 m は 砂 礫 が 厚 さ 48.75 m で 累 重
し，深度 35.90 ～ 34.80 m にシルト質砂が，同 26.45

～ 25.85 m にシルトがそれぞれ狭在する．礫は最大径
8 cm の円～亜円礫からなり，安山岩が主体で，所々に
チャートが混入する．標準貫入試験による N 値は，ほ
とんどが 50 以上である．深度 18.30 m 付近では少量の
火山灰と軽石の混入が認められ，同層準の N 値は 18 と
小さい．また，深度 15 m 付近では若干のシルト混入や
細礫が存在し，N 値は 35 前後を示す．最上部の深度 1.90
～ 0.60 m は礫混じり砂で，深度 0.60 ～ 0.00 m はアス
ファルトや礫による盛土である（第 2 図）．　

珪藻分析の方法と結果
細粒堆積物を対象に分析用試料として 8 試料を採取

し，嵯峨山ほか（2010）と同様の処理やプレパラート
作成を行った．ほとんどの試料は珪藻殻の含有率が低く，
深度 53.45 m の泥炭質シルト（D-1）のみについて 1,000
倍の生物顕微鏡で種の同定を行った．算定数は 100 殻
で，群集組成から塩分指数（嵯峨山ほか，2010，2014）
を求めた．本指数は海生種が多い場合は 5 に近くなり，
淡水生種が多い場合は 1 に近くなる．塩分指数と塩分濃
度の関係は嵯峨山（2018）により明らかにされている．
指標種群の区分は安藤（1990）や千葉・澤井（2004）
による．

第 1 図　JR 札幌駅周辺の地質図と SCH，N8·1，HU および GSH ボーリングの位置
地形図は国土地理院発行の 2.5 万分の 1「札幌東北部」を用いた．地質区分図は小山内ほか（1956）を基に作
成．破線は第 3 図の対比位置を示す．

Fig. 1  Sites of four borings, SCH, N8·1, HU and GSH
The map on the left is reproduction of the topographic map (1: 25,000-scale) of the Sapporo quadrangle 
published by Geospatial Information Authority of Japan. The geologic map is compiled Osanai et al. 
(1956). Broke line shows location of correlation in Fig. 3.
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結果は，海生種が 33％を占め，優勢種は外
洋 種 の Coscinodiscus marginatus Ehr. や 外
洋 指 標 種 群 の Thalassionema nitzschioides 
(Grun.) Mereschkowsky，Thalassiosra spp.
が多産する．汽～淡水生種は 10% で，陸生珪
藻 A 群で付着生種の Hanzschia amphioxys 
(Ehr.) Grun. が 認 め ら れ る． 淡 水 生 種 は
57％で，付着生種である，陸生珪藻 A 群の
Pinnularia borealis Ehr. や沼沢湿地付着生種
群のPinnularia viridis (Nitzsch) Ehr. などが
多産する（第 1 表）．塩分指数は 2.42 で，堆
積環境は低塩分の汽水域を示す． 

第 2 図　SCH ボーリングの地質柱状，珪藻分析結果および N 値
M：海生種，B-F：汽～淡水生種，F：淡水生種．

Fig. 2  Geologic column, results of diatom analysis and N values of SCH boring core.
M: Marine species, B-F: Brackish-freshwater species, F: Freshwater species.
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Name  of  species       /       Geologic sample Ecol. 53.45 m
Amphora libyca  Ehr. F 1
Coscinodiscus marginatus Ehr. M 12

Cymbella proxima  Reimer F 2

C. silensiaca  Bleisch F 3
Diploneis elliptica (Kütz.) Grun. F 4

Eunotia faba  (Ehr.) Grun. F 3

E. glacialis Meister F 1
E. triodon Ehr. F 1

E. spp. F 3

Fragilaria arcus (Ehr.) Cleve F 2

F. construens var. venter  (Ehr.) Grun. F 1

Gomphonema acuminatum Ehr. F 1
G. parvulum (Kütz.) Grun. F 4

Hantzchia amphioxys  (Ehr.) W. Smith B-F 6

Navicula mutica  Kütz. B-F 4

N. pupula  Kütz. F 1
Nitzschia palea  (Kütz.) W. Smith F 1

Odontella aurita  (Lyngbye) Agard M 2
Pinnularia borealis Ehr. F 11

P. gibba Ehr. F 3
P. lagenstedtii  (Cleve) Cleve-Euler F 1
P. viridis  (Nitzsch.) Ehr. F 7
P.  spp. F 3

Stauroneis phoenicenteron  (Nitzsch) Ehr. F 1
Stephanopxis  spp. M 1

Synedra ulna  (Nitzsch) Ehr. F 3

Thalassionema nitzschioides  (Grun.) H. et M. Peragallo M 9

Thalasiosira eccentrica  (Ehr.) Cleve M 1

T . spp. M 8
Total valves counted 100

（×5） M 33
（×4） M-B 0
（×3） B 0
（×2） B-F 10
（×1） F 57

Total 100
Index (mean value) 2.42

第 1 表　泥炭質シルトから産した珪藻化石
M：海生種，M-B：海～汽水生種，B：汽水生種，
B-F：汽～淡水生種，F：淡水生種，Ecol.：生態．

Table 1  Diatom fossils yielded from peaty silt.
M: Marine species, M-B: Marine-brackish 
species, B: Brackish species, B-F: Brackish-
freshwater species, F: Freshwater species, 
Ecol.: Ecology. 
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る HU の深度 49 m 付近の泥炭の花粉分析では Picea と
Abies が優勢で，同泥炭は上部更新統のもみじ台層の一
部とされている（嵯峨山ほか，2007）．一方，外崎ほか

（2008）は HU 層序の再検討を行い，中部更新統と上
部更新統の境を HU-5U 部層中部の基底（深度 43.6 m）
とし，上記の深度 49 m 付近の泥炭は竹山礫層（中部更
新統）に対比している．更に，嵯峨山ほか（2014）は，
GSH の深度 47 m 付近の泥炭中に狭在する深度 47 ～
46 m と同 46 ～ 45.5 m の火山灰を GSH 火山灰と命名
し，MIS 7 降灰の未同定火山灰 4（大津ほか，2002）に
対比される可能性を述べ，上記泥炭を音江別川層として
いる．

以上から，札幌扇状地堆積物の基底年代は MIS 5e と
推定され，同扇状地堆積物の直下に分布する泥炭層は中
部更新統と思われる． 

おわりに
札幌市中心街が位置する札幌扇状地の地下地質層序の

詳細な解明は，防災のみならず今後の開発と保全といっ
た課題を統一的に進める上で重要と考える．札幌市には
多くのボーリング資料が存在するものの，大半は層相説
明や標準貫入試験値が示されているもので，火山灰分析
や 14C 年代測定，微化石分析などより層序が明らかにさ

考　察
第 3 図に地質研究所観測井（GSH），北海道大学観測

井（HU），N8·1 ボーリング（N8·1）および SCH の柱
状図対比を示す．嵯峨山ほか（2020）では前 3 者の対
比が行われており，本論ではそれら 3 本に SCH を加え
て検討した．

北川（1990）によれば札幌扇状地堆積物は深度 25
～ 30 m のシルト層を境に上下に区分される．同シルト
層は嵯峨山ほか（2020）が MIS 5a とした層準に相当
し，SCH では深度 26 m 前後のシルトに対比される．次
に，SCH 最下部の深度 53.5 m 前後の泥炭質シルトは
GSH の深度 47 m 付近や HU の深度 49 m 付近の泥炭に，
SCH の深度 35 m 付近のシルトは GSH の深度 37 m 付
近や HU の深度 38 m 付近の粘土層にそれぞれ対比され
る（Fig. 3）．SCH では火山灰分析はおこなわれていな
いものの，深度 18.3 m 付近に少量の火山灰と軽石が混
入することから Spfl の再堆積物層準の可能性が考えられ
る．

上記の泥炭質シルトや泥炭は小山内ほか（1956）や
山口ほか（1965）により札幌扇状地堆積物の直下に分
布する地層とされ，今回の珪藻分析では低塩分の汽水環
境を示し，塩性湿地の堆積環境が推定される．対比され

第 3 図　GSH，HU，N8·1 および SCH ボーリングの対比
Toya：洞爺火山灰，Spfl：支笏軽石流堆積物，Ko：小野幌．

Fig. 3  Correlation with four borings, GSH, HU, N8·1 and SCH.
Toya: Toya volcanic ash, Spfl: Shikotsu Pumice Flow deposits, Ko: Konopporo.
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総合地質　5札幌扇状地で掘削された更新統 SCHボーリングコアの層序

れた資料は極めて少ない．地層年代を考え地層対比を行
う上で多くの “ 推定 “ が介入しており，根拠なき推定を
極力排除するためには層序が明らかにされたボーリング
資料が必要と思われる． 
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Abstract

The SCH boring core, drilled in Kita 1 Nishi 2 of the Sapporo, is 54 m long and mainly the 
Sapporo fun deposits. Result of diatom analysis of peaty silt, deposited in 53.45 m depth 
of the core, indicates weak brackish in sedimentary environment. Correlation with four 
borings, SCH , N8·1, HU and GSH, shows geologic age of the basement of the Sapporo fun 
deposits is MIS 5e, and peat bed underlies the fun deposits is the Middle Pleistocene. 
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